
 
大和都市計画地区計画の決定（生駒市決定） 

 
   都市計画生駒市美鹿の台地区地区計画を次のように決定する。  

         名     称  生駒市美鹿の台地区地区計画 

         位     置   生駒市美鹿の台の一部 

         面     積   約１２．６ｈａ 
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 地区計画の目標    本地区は、生駒市の中心市街地から北東約６ｋｍに位置し、けいはんな線学研奈良登美ヶ丘駅 
から約１ｋｍ、国道１６３号線沿いに位置する交通の便に恵まれた地域で、今後も学研都市の各 
クラスターを結ぶ国道１６３号バイパス線等の都市計画道路の整備も予定されており、都市基盤 

 が整備されつつある地域である。 
  本地区は、宅地開発事業により道路、公園等の公共施設及び宅地の整備が行われるとともに緑 
 豊かな自然環境と調和した低層戸建住宅地として形成される地区である。 
  このため、地区計画の策定により、周辺の既存住宅地の住環境との調和を図りつつ、将来にわ 
 たって良好な住環境を維持・保全することを目標とする。 

 土地利用の方針   宅地開発事業の土地利用計画を基本としつつ、地区の特性に応じた土地利用を積極的に推進 
 し、良好な街並みを形成する。 
  本地区は、周辺の自然環境を活かしつつ、既存住宅地の住環境と調和のとれた潤いのある低層 
 専用住宅地区の形成を推進する。 

 地区施設の整備方針    宅地開発事業により整備された区画街路、公園、緑地等の公共公益施設については、その機能 
 が損なわれないよう維持・保全を図る。 

 建築物等の整備方針  １ 低層専用住宅地区 
     周辺の既存住宅地の住環境との調和を図りつつ、良好な住宅地区として住環境を維持・保全 
  するため、建築物の用途の制限、建築物の容積率の最高限度、建築物の建ペイ率の最高限度、 
  建築物の敷地面積の最低限度、建築物の壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、建築 
  物等の形態又は意匠の制限及びかき又はさくの構造の制限を行う。 
 
 ２ 公共公益施設地区 
     公共公益施設については、その機能が損なわれないように維持、保全を図る。 

 

当初決定年月日 平成 18 年 1 月 18 日 
 
最終変更年月日 平成 18 年 5 月 1 日 










